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　事務局職員は現在４名おり、議会のサ
ポートをしています。
  お気軽にお立ち寄りください。
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項目　　  
会派議員名 春緑クラブ

（４人）
しののめ会
（４人）

新志会
（３人）

一新会
（３人）

日本共産党
（２人） 柳村  一 相原孝彦 川原　清 斉藤健二 計

収
入 政務調査費 720,000 720,000 540,000 540,000 360,000 - 180,000 180,000 180,000 3,420,000

支
出
内
訳

調査研究費 458,780 82,810 239,950 250,500 64,890 1,096,930

研修費 519,250 208,889 152,930 117,340 95,760 12,580 1,106,749

会議費 0

 資料作成費 0

資料購入費 47,660 66,205 30,960 142,163 118,063 60,220 52,070 43,420 560,761

広報費 34,970 34,970

事務費 0

その他 0

計 506,440 668,265 479,799 545,593 235,403 0 60,220 182,800 120,890 2,799,410

返還額 213,560 51,735 60,201 0 124,597 0 119,780 0 59,110 628,983

情報公開 政務調査費とは

　調査研究活動をするために必要
な経費の一部として議員 1 名に政
務調査費を交付する。

滝田俊一 主任主査　勝田裕征 総括主査
中道俊之 局長　 　　阿部江利子 主査

調査研究活動をするために必要な経費の一部として議員１名に月額１５，０００円を交付しています。
平成２４年の地方自治法の改正により、平成２５年度から名称が「政務活動費」に変わります。

応募上の注意
・カラープリントでもデジタルデータでも可とします。
・応募いただいたあと、議会広報（年４回）紙面上にて随時 
  掲載します。
・応募作品は、題名、氏名、住所、電話番号、撮影年月日、
  撮影場所等を記入し、必ず作品に貼付してください。
・応募作品は、滝沢村内で撮影したものでお願いします。
・作品は未発表の物に限ります。
・被写体の肖像権侵害等の責任は負いかねます。万一、第三
  者との紛争が生じた際は、応募者自身の責任と費用負担に
  よって解決していただきます。
・応募先は滝沢村議会事務局まで

■24年度滝沢村議会政務調査費

政務調査費とは

※ 柳村一議員は、請求せず。

議会事務局の紹介

写真の募集
あなたも議会広報に写真を載せてみませんか。

テーマは「滝沢らしさ」です。
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2013

総
務
常
任
委
員
会
　
調
査
活
動
報
告

■
調
査
日/

平
成
24
年
8
月
3
日(

金)

・
9
月
7
日(

金)

・

　
　
　
　
　  

　
　
　
　 

11
月
8
日(

木)

～
11
月
9
日(

金)

・

　
　
　
　
　   
平
成
25
年
2
月
7
日（
木
）

■
調
査
事
項/
庁
内
Ｉ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

　
　
　
　
　   

男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て 

委 員 長 熊谷　初男
副委員長 遠藤　秀鬼
委　　員 相原　孝彦
 佐藤美喜子

桜井　博義
高橋　　寿

庁
内
Ｉ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て

　
滝
沢
村
行
政
情
報
シ
ス
テ
ム
の
展
望
と
し
て
、市
制
施
行
へ
の
対
応
、ク
ラ
ウ
ド
の
活
用
、

シ
ン
・
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
導
入
、
仮
想
化
技
術
の
活
用
な
ど
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
ど
の
項
目

も
待
っ
た
無
し
で
対
応
す
べ
き
項
目
で
あ
る
。
し
か
し
、
23
年
度
の
行
政
情
報
シ
ス
テ
ム
に

費
や
し
た
経
費
は
臨
時
経
費
を
含
め
約
4
億
円
で
あ
る
こ
と
か
ら
、シ
ス
テ
ム
の
標
準
化
を

含
め
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
に
も
努
め
る
べ
き
で
あ
る
。

　
サ
ー
バ
ー
室
に
つ
い
て
は
、
26
年
度
に
完
成
す
る
と
い
う「
防
災
・
減
災
機
能
施
設
」に

移
し
、
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
の
確
保
に
努
め
る
と
し
て
い
る
が
、
様
々
な
ケ
ー
ス
に
ど
の

よ
う
に
対
応
で
き
る
か
示
す
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
今
後
更
に
ホ
ス
ト
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
リ

ス
ク
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
行
政
情
報
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
、現
在
は
Ｉ
Ｄ
、パ
ス
ワ
ー
ド
で
承
認
し
て
い
る
が
、今
後

は
指
紋
照
合
も
考
え
る
時
期
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
、
シ
ス
テ
ム
の
再
構
築
の
た
め
の

入
れ
替
え
が
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、Ｉ
Ｔ
に
長
け
た
人
材
の
採
用
・
育
成
は
急
務
で
あ
る
と

考
え
る
。シ
ス
テ
ム
の
購
入
形
態（
リ
ー
ス
・
レ
ン
タ
ル
な
ど
）に
つ
い
て
は
熟
慮
を
要
す
る
。

　
25
年
1
月
に
滝
沢
村
最
高
情
報
統
括
責
任
者（
Ｃ
Ｉ
Ｏ
）を
設
置
し
、
サ
ポ
ー
ト
に
プ
ロ

グ
ラ
ム
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
オ
フ
ィ
ス
チ
ー
ム（
Ｐ
Ｍ
Ｏ
チ
ー
ム
）と
い
う
専
門
チ
ー
ム
を
置

き
、各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
も
Ｉ
Ｔ
に
精
通
す
る
職
員
を
配
置
し
て
連
携
と
調
整
を
図
る
こ
と

と
し
た
。

　
国
で
計
画
を
模
索
し
て
い
る「
共
通
番
号
制
度
」が
、
27
年
1
月
に
利
用
開
始
を
め
ざ
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、下
位
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に「
番
号
制
度
準
備
本
部
」を
設
置
し
、こ
れ
に
対

応
で
き
る
取
り
組
み
が
さ
れ
て
い
る
。

　
本
村
の
審
議
会
、
委
員
会
、
管
理
職
へ
の
女
性
の
登
用
状
況
は
、
26
年
度
の
目
標
が

40
％
だ
が
、現
状
は
そ
れ
に
遠
く
及
ば
な
い
数
値
と
な
っ
て
い
る
。女
性
の
審
議
会
等

へ
の
登
用
率
は
、
県
内
の
町
村
平
均
と
比
較
す
れ
ば
高
い
が
市
と
の
比
較
で
は
低
い
。

市
制
を
目
前
に
し
て
い
る
本
村
で
は
、も
っ
と
積
極
的
に
こ
の
事
に
つ
い
て
考
え
る
べ

き
で
あ
る
。

　
女
性
の
地
位
向
上
や
男
女
共
同
参
画
は
、
男
女
の
性
に
関
係
な
く
一
個
人
の
人
格

と
し
て
捉
え
る
風
習
が
生
ま
れ
て
こ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。女
性
の
一
個
人
の
人
格
を

認
め
る
こ
と
か
ら
始
め
る
べ
き
で
あ
り
、
女
性
の
人
格
尊
重
を
啓
発
す
る
こ
と
が
男

女
共
同
参
画
推
進
の
早
道
と
思
わ
れ
る
。こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
審
議
会
・
委
員
会
・

農
業
委
員
・
教
育
委
員
な
ど
の
女
性
の
シ
ェ
ア
だ
け
で
な
く
、女
性
の
地
域
リ
ー
ダ
ー

の
育
成
こ
そ
が
急
務
と
考
え
る
。自
治
会
役
員
は
女
性
が
入
り
や
す
い
よ
う
に
、仕
事

量
の
負
担
を
２
〜
３
人
で
分
け
る
こ
と
も
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

　
ま
た
、
日
常
の
何
気
な
い
こ
と
の
中
に
不
平
等
の
考
え
が
潜
ん
で
い
る
こ
と
を
敏

感
に
読
み
取
り
、変
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
、具
体
的
な
施
策
の
展
開
と
積
極
的
な
推

進
を
期
待
す
る
。

　
男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
の
考
え
は
、
子
ど
も
の
時
か
ら
の
教
育
が
大
切
で
あ
る

こ
と
か
ら
、教
育
分
野
と
連
携
し
た
取
り
組
み
も
課
題
で
あ
る
。

　
今
後
は
、
男
女
共
同
参
画
の
視
点
で
先
駆
的
な
取
り
組
み
を
し
て
い
る
所
を
村
広

報
で
紹
介
す
る
な
ど
、地
道
な
啓
発
活
動
の
実
施
は
勿
論
で
あ
る
が
、女
性
の
地
位
向

上
の
た
め
行
政
か
ら
積
極
的
に
資
格
登
用
す
る
な
ど
、
範
を
示
す
こ
と
が
村
民
の
意

識
向
上
の
原
動
力
で
あ
る
と
考
え
る
。

　「
共
通
番
号
制
度
」が
開
始
さ
れ
れ
ば
、
社
会
保
障
制
度
・
医
療
と
年
金
・
税
の
賦

課
と
徴
収
・
各
種
証
明
書
の
取
得
な
ど
窓
口
業
務
の
一
元
化
に
よ
り
、「
総
合
窓
口
」・

「
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
」化
が
図
ら
れ
、住
民
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
へ
と
つ
な
が
る
。

　
こ
の
制
度
は
、一
時
的
に
経
費
は
か
か
る
も
の
の
中
長
期
的
に
見
て
メ
リ
ッ
ト
が

多
く
予
想
さ
れ
る
。
し
か
し
、
番
号
を
利
用
す
る
範
囲
が
広
が
る
こ
と
で
便
利
に
な

る
一
方
、
情
報
流
出
の
危
険
性
も
高
ま
る
こ
と
か
ら
、
よ
り
専
門
的
知
識
を
有
す
る

職
員
の
配
置
も
考
慮
す
る
な
ど
、
取
り
組
み
に
は
十
分
に
慎
重
を
期
す
必
要
が
あ
る

こ
と
、ま
た
、住
民
に
対
す
る
丁
寧
な
広
報
活
動
も
特
に
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
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